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１　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

「
消
費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
24

年
法
律
第
61
号
。
以
下
「
推
進
法
」
と
い
う
。）
が
、

消
費
者
教
育
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
を
目
的

と
し
て
、
平
成
24
年
12
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

推
進
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
消
費
者
基
本
法
の
基
本

理
念
を
踏
襲
し
つ
つ
、
消
費
者
教
育
を
「
消
費
者
の

自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
消
費
生
活
に
関

す
る
教
育
（
消
費
者
が
主
体
的
に
消
費
者
市
民
社
会

の
形
成
に
参
画
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解

及
び
関
心
を
深
め
る
た
め
の
教
育
を
含
む
。）」
と
定

義
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
教
育
の
理
念
と
し
て
、
消

費
者
市
民
社
会
の
形
成
が
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
推
進
法
に
基
づ
き
「
消
費
者
教
育
の
推
進

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」（
以
下
「
基
本
方
針
」　

と
い
う
。）
が
平
成
25
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、

策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
平
成
30
年
に
は
、
消
費

生
活
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
勘
案
し
、
消
費
者

教
育
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
状
況
を
踏
ま

え
、
検
討
を
行
い
、
平
成
30
年
度
か
ら
５
年
間
を
対

象
と
し
た
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、国
で
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）

推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、
実
施
指
針
が
決
定
さ
れ
た

と
い
う
流
れ
も
あ
り
、
消
費
者
や
事
業
者
な
ど
様
々

な
主
体
が
協
働
し
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た
行

動
を
推
し
進
め
る
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

先進・ユニーク条例【解説】

　徳島県は、「徳島県消費者市民社会の構築
に関する条例」を制定した（条例第46号と
して、平成30年10月24日公布、同日施行）。
　消費者、事業者、行政機関等の様々な主体
が一体となって、公正かつ持続可能な社会で
ある消費者市民社会の構築を目指す条例で、
人や社会・環境に配慮した消費行動を行う「エ
シカル消費」に関する条例としては全国初。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
、
本
県
に
お
き
ま
し
て

も
消
費
者
市
民
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
平
成
27
年

度
か
ら
人
権
や
社
会
、
環
境
に
配
慮
し
た
思
い
や
り

の
あ
る
消
費
行
動
で
あ
る
エ
シ
カ
ル
消
費
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

平
成
29
年
７
月
に
は
、
消
費
者
庁
の
実
証
に
基
づ

い
た
政
策
の
分
析
・
研
究
を
ベ
ー
ス
と
し
た
消
費
者

行
政
の
発
展
・
創
造
の
新
拠
点
「
消
費
者
行
政
新
未

来
創
造
オ
フ
ィ
ス
」
が
徳
島
県
庁
に
開
設
さ
れ
、
本

県
を
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
理
論
的
・
先
駆
的

な
調
査
・
研
究
や
全
国
展
開
を
見
据
え
た
モ
デ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
新
た
な
観

点
か
ら
の
取
組
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
と
し

て
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

徳
島
県
危
機
管
理
部
次
長
（
安
全
安
心
担
当
）　
小
椋　

昇
明

徳
島
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課
長  

　
　
　
　
岡
島　

敏
子

徳島県

徳
島
県
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
に

関
す
る
条
例
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ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
高
度
情
報
化
、
高
齢
化

の
急
速
な
進
展
に
よ
る
消
費
者
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
の
変
化
や
消
費
者
行
政
の
動
き
に
対
応
す
る
た

め
、「
徳
島
県
消
費
者
基
本
計
画
」
及
び
「
徳
島
県

消
費
者
教
育
推
進
計
画
」
を
改
定
し
、
消
費
者
市
民

社
会
の
形
成
を
促
す
こ
と
や
徳
島
モ
デ
ル
を
全
国
に

発
信
す
る
こ
と
等
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
県
の
取
組

を
拡
充
・
強
化
す
る
と
と
も
に
、
施
策
を
総
合
的
・

体
系
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
徳
島
県
議
会
で
は
、

「
県
民
や
事
業
者
、
関
係
団
体
等
、
一
人
一
人
が　

倫
理
的
消
費
行
動
を
選
択
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
そ
う
と
い
う
意
識
を
高
め
て
い
く
」
消
費
者
市

民
社
会
の
形
成
を
早
急
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
ま
た
、
県
の
取
組
を
後
押
し
す
べ
く
、

「
徳
島
県
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
に
関
す
る
条
例

（
案
）」
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
全
て
の
会
派
の
議
員
代
表

に
よ
り
構
成
さ
れ
た
政
策
条
例
検
討
会
議
を
、
平
成

30
年
６
月
か
ら
計
４
回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
同
年

７
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
議
員
提

案
条
例
と
し
て
同
年
９
月
定
例
会
に
提
案
、
10
月
10

日
に
全
会
一
致
で
可
決
、
同
月
24
日
に
公
布
・
施
行

し
ま
し
た
。

２　

条
例
内
容
・
設
計
の
解
説

未
来
に
お
い
て
も
、
夢
や
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

活
力
あ
る
徳
島
県
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
、
さ

ら
に
は
地
球
規
模
で
の
気
候
変
動
や
世
界
平
和
、
経

済
成
長
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、人
権
、

地
産
地
消
、
環
境
等
に
配
慮
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
す
る
消
費
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
条
例
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
形
成

や
地
球
環
境
の
保
全
な
ど
に
配
慮
し
た
思
い
や
り
の

あ
る
消
費
行
動
や
事
業
活
動
を
県
民
生
活
に
取
り
入

れ
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
、
消

費
者
、
事
業
者
、
行
政
機
関
等
、
様
々
な
主
体
が
一

体
と
な
っ
て
、
公
正
か
つ
持
続
可
能
な
社
会
で
あ
る

消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
す
。

（
１
）
目
的
、
理
念

消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
に
関
し
、
消
費
者
自
ら

の
消
費
生
活
に
お
け
る
人
権
、
地
域
及
び
環
境
に
配

慮
し
た
消
費
行
動
を
推
進
し
、
現
在
及
び
将
来
の
世

代
に
わ
た
っ
て
、
公
正
か
つ
持
続
可
能
な
社
会
の
形

成
を
図
り
、
及
び
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
基
本
理
念
と
し
て

①
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
は
、
消
費
者
一
人
一

人
の
消
費
行
動
や
事
業
者
の
事
業
活
動
が
、
将

来
に
わ
た
り
内
外
の
社
会
、
経
済
及
び
環
境
に

影
響
を
及
ぼ
し
得
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
、
公
正

か
つ
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
は
、
人
権
の
尊
重
や

地
球
環
境
の
保
全
、
そ
の
他
社
会
問
題
の
解
決

に
配
慮
し
た
消
費
行
動
や
事
業
活
動
に
よ
り
実

現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
は
、
県
、
消
費
者
及

び
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
相

互
に
連
携
・
協
力
し
て
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な

 生産と消費が連携した持続可能な社会  

消 費 者 市 民 社 会 の 構 築 の イ メ ー ジ  

エ シ カ ル 消 費

消 費 者 志 向 経 営

パートナーシップ形成 消費者教育・調達等

消費者 事 業 者

行 政

つかう責任 つくる責任

消費者市民社会の構築のイメージ
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ら
な
い
。

こ
の
３
点
を
定
め
ま
し
た
。

（
２
）
県
の
責
務

本
県
の
責
務
と
し
て
は
、基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
市
町
村
、
消
費
者
、
事
業
者
及
び
関

係
団
体
が
実
施
す
る
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
に
関

す
る
取
組
を
促
進
す
る
た
め
、
消
費
者
教
育
、
情
報
の

提
供
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
物
品
及
び
役
務
の
調
達
に
当
た
っ
て
は
、

予
算
の
適
正
な
執
行
並
び
に
契
約
に
お
け
る
経
済
性
、

公
正
性
及
び
競
争
性
に
留
意
し
つ
つ
、
地
域
の
活
性

化
、
雇
用
な
ど
も
含
む
、
人
、
社
会
及
び
環
境
に
配

慮
し
た
調
達
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

徳
島
県
で
は
、
新
次
元
の
消
費
者
行
政
・
消
費
者

教
育
を
全
国
に
発
信
す
べ
く
、
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
、
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
に
向

け
た
各
種
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
消
費
者
等
の
役
割

消
費
者
は
、
そ
の
消
費
行
動
が
人
、
社
会
及
び
環

境
に
与
え
る
影
響
を
理
解
し
、
自
主
的
か
つ
合
理
的

に
行
動
で
き
る
よ
う
、
自
ら
進
ん
で
エ
シ
カ
ル
消
費

に
関
し
て
必
要
と
な
る
知
識
の
修
得
、
情
報
の
収
集

等
に
努
め
る
も
の
と
し
、
事
業
者
も
、
自
ら
進
ん
で

消
費
者
志
向
経
営
に
関
し
て
必
要
と
な
る
知
識
の
修

得
及
び
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
知
識
及
び
情
報
の

事
業
活
動
へ
の
反
映
に
努
め
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
関
係
団
体
は
、
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築

に
関
す
る
取
組
を
企
画
し
、
及
び
消
費
者
の
参
画
を

得
て
積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
ま

し
た
。

（
４
）
徳
島
県
消
費
者
市
民
社
会
推
進
期
間

消
費
者
の
エ
シ
カ
ル
消
費
及
び
事
業
者
の
消
費
者

志
向
経
営
の
普
及
及
び
定
着
を
図
る
た
め
、
５
月
の

第
２
土
曜
日
か
ら
15
日
間
を
徳
島
県
消
費
者
市
民
社

会
推
進
期
間
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
５
月
が
消
費
者
月
間
と
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
世
界
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
連
盟

に
加
盟
す
る
日
本
を
始
め
世
界
70
か
国
・
約
３
５
０

団
体
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
組
織
と
生
産
者
組
織
が
、

毎
年
５
月
第
２
土
曜
日
を
「
世
界
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

デ
ー
」、
５
月
を
「
世
界
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
月
間
」

と
定
め
、
世
界
で
一
斉
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
期
間
に
定
め
ま

し
た
。

３　

エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及
・
定
着
に

向
け
た
取
組

（
１
）
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及

ま
ず
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
、
エ
シ
カ
ル
消
費

を
知
り
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
消
費

者
庁
と
連
携
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
エ
シ
カ
ル・ラ
ボ
」

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
平
成
29
年
２
月
に
開
催
し
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
エ
シ
カ
ル
de
地
方
創
生
」
に
お
い
て
、消
費
者
・

事
業
者
・
障
が
い
者
・
高
校
生
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
、「
私
の
エ
シ
カ
ル
宣
言
」
を
行
い
、
最
後
に
、

会
場
の
参
加
者
全
員
で
、「
こ
れ
か
ら
も
、
夢
や
希

望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
活
力
あ
る
地
域
と
し
て
成
長
し

て
い
く
と
と
も
に
、
激
変
す
る
世
界
の
社
会
経
済
情

勢
や
地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
も
思
い
を
は
せ
、
エ

シ
カ
ル
の
理
念
に
共
鳴
し
、
私
た
ち
は
一
歩
先
の
地

球
の
未
来
を
よ
り
良
い
も
の
と
し
て
い
く
」
こ
と
を

誓
う
「
と
く
し
ま
エ
シ
カ
ル
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、他
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
エ
シ
カ
ル
・

ラ
ボ
」
に
お
い
て
も
、
エ
シ
カ
ル
宣
言
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
お
り
、
全
国
各
地
で
エ
シ
カ
ル
の
輪
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
売
り
場
に
並

ん
だ
商
品
に
付
け
て
い
る
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
や

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
（
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
の
た
め
の
円
卓

会
議
）
認
証
な
ど
の
マ
ー
ク
を
見
て
、
エ
シ
カ
ル
消

費
を
学
ぶ
「
親
子
教
室
」、
地
域
で
エ
シ
カ
ル
消
費

を
広
め
て
い
た
だ
く
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、

県
消
費
者
大
学
校
大
学
院
に
「
エ
シ
カ
ル
消
費
コ
ー

ス
」
の
講
座
を
開
設
す
る
な
ど
、
学
習
の
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

先進・ユニーク条例
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（
２
）
エ
シ
カ
ル
消
費
を
取
り
入
れ
た
学
校
教
育

県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
未
来
の
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
を
担
う
若
い
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
公
立
高
校
に
お
い
て
、
エ
シ
カ
ル
消
費
を
取
り

入
れ
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
下
の
高
校
の
エ

シ
カ
ル
消
費
の
取
組
を
牽
引
す
る
た
め
の
実
践
研
究

を
行
う
モ
デ
ル
校
「
エ
シ
カ
ル
消
費
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
や
高
校
生
に
根
付
か
せ
る
こ
と

を
目
的
に
「
エ
シ
カ
ル
ク
ラ
ブ
」
の
設
置
を
進
め
て

お
り
、
本
年
度
中
に
全
て
の
公
立
高
校
に
ク
ラ
ブ
を

設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
も
、
生
徒
の
発

達
段
階
や
障
害
の
状
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
で

暮
ら
し
て
い
く
教
育
と
し
て
、
お
遍
路
さ
ん
の
接
待

や
地
域
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
の
回
収
な
ど
、「
エ

シ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
３
）
多
様
な
主
体
の
参
画

エ
シ
カ
ル
消
費
を
着
実
に
推
進
す
る
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
と
し
て
、
消
費
者
団
体
、
事
業
者
、
教
育
関

係
機
関
等
様
々
な
主
体
か
ら
成
る
「
と
く
し
ま
エ
シ

カ
ル
消
費
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
普
及
浸
透
に
向

け
た
企
画
運
営
や
教
育
の
推
進
、
事
業
者
の
取
組
促

進
の
支
援
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
と
く
し
ま
エ
シ
カ
ル
宣
言
」
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
エ
シ
カ
ル
に
対
す
る
思
い
や
取
組
な
ど

を
自
主
宣
言
す
る
徳
島
県
内
の
事
業
者
や
団
体
（
以

下
「
団
体
」
と
い
う
。）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
本

年
６
月
末
ま
で
に
、
37
団
体
が
自
主
宣
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。
自
主
宣
言
を
し
た
団
体
の
中
に
は
、
地
域

の
商
店
と
連
携
し
て
、
子
育
て
と
親
の
仕
事
を
両
立

さ
せ
る
た
め
、
有
償
で
子
ど
も
を
預
か
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
を
軽
減
さ
せ

る
寄
附
金
付
き
商
品
の
販
売
、
ス
ー
パ
ー
の
各
店
舗

に
資
源
ゴ
ミ
回
収
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
運
営
す
る

障
が
い
者
支
援
団
体
に
売
却
益
を
全
額
譲
渡
す
る
こ

と
で
、
環
境
保
全
の
促
進
と
障
が
い
者
の
自
立
に
貢

献
す
る
と
い
っ
た
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
進
め

る
取
組
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

（
４
）
徳
島
か
ら
全
国
へ
と
展
開

こ
う
し
た
本
県
の
取
組
を
四
国
・
中
国
・
関
西
、

そ
し
て
全
国
へ
と
展
開
さ
せ
る
た
め
、「
四
国
は
ひ

と
つ
・
消
費
者
市
民
社
会
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
リ

レ
ー
開
催
や
広
島
市
に
お
い
て
開
催
し
た
広
島
県
と

の
共
催
に
よ
る
「
み
ん
な
で
学
ぶ
！
エ
シ
カ
ル
教

室
」、
大
阪
市
で
関
西
広
域
連
合
や
関
西
の
経
済
界

と
連
携
し
た
「
消
費
者
志
向
経
営
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」、

東
京
で
消
費
者
庁
と
連
携
し
た
新
未
来
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
成
果
の
報
告
と
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を

テ
ー
マ
に
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
考
え
る
「
新

次
元
の
消
費
者
行
政
・
消
費
者
教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
全
国
各
地
で
熱
心
に
取
り
組
む
自
治
体

や
高
校
が
徳
島
に
集
い
、
取
組
紹
介
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
「
エ
シ
カ
ル
消
費
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
」

や
「
次
世
代
エ
シ
カ
ル
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
、
全
国

に
エ
シ
カ
ル
の
共
感
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
こ
の
取
組
を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
本
年
12
月
に
、

全
国
か
ら
高
校
生
が
徳
島
に
集
い
、
私
た
ち
が
創
る

持
続
可
能
な
社
会
を
テ
ー
マ
に
、
エ
シ
カ
ル
な
取
組

を
発
表
・
交
流
す
る
、
全
国
初
の
「
エ
シ
カ
ル
甲
子

園
２
０
１
９
」
を
開
催
し
、
全
国
へ
の
発
信
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

プレ・エシカル甲子園（次世代エシカルフェス）
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４　

条
例
制
定
後
の
取
組

条
例
の
周
知
・
理
解
を
深
め
る
た
め
、
平
成
30
年

11
月
12
日
に
は
、
消
費
者
、
事
業
者
等
約
１
６
０
名

が
参
加
し
た
「
条
例
制
定
記
念
講
演
会
」
を
開
催
し
、

本
条
例
制
定
の
基
調
報
告
や
事
業
者
・
団
体
の
エ
シ

カ
ル
消
費
に
関
す
る
取
組
を
紹
介
す
る
な
ど
、
広
く

県
民
へ
の
周
知
広
報
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
条
例
制
定
後
の
初
の
推
進
期
間
で
あ
る

本
年
５
月
に
は
、「
と
も
に
築
こ
う
豊
か
な
消
費
社

会
～
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
２
０
１
９
～
」
を
テ
ー

マ
に
「
消
費
者
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
条
例
へ
の
理
解
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
で
発
行
さ
れ
た
全
て
の
タ
ウ
ン
誌
を

ジ
ャ
ッ
ク
し
、
全
８
ペ
ー
ジ
の
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関

す
る
特
集
記
事
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
「
と
く
し
ま
エ
シ
カ
ル
消
費
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
よ
る
、「
私
の
エ
シ
カ
ル
宣
言
」
を
募
集
す

る
な
ど
、
推
進
期
間
を
通
し
て
集
中
的
に
エ
シ
カ
ル

消
費
の
普
及
を
行
い
ま
し
た
。

５　

今
後
に
つ
い
て

こ
の
取
組
の
効
果
を
測
定
す
る
た
め
、
平
成
30
年

度
、
消
費
者
庁
が
県
民
を
対
象
に
エ
シ
カ
ル
消
費
に

関
す
る
消
費
者
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査

結
果
に
よ
る
と
認
知
度
は
34
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
平
成
28
年
度
に
全
国
の
消
費
者
を
対
象

に
し
た
同
様
調
査
で
は
、
10
％
に
も
満
た
な
い
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。
わ
ず
か
２
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、

適
切
な
消
費
者
教
育
や
情
報
提
供
、
継
続
的
に
イ
ベ

ン
ト
等
の
施
策
を
実
施
す
れ
ば
、
認
知
度
を
向
上
さ

せ
ら
れ
る
と
確
信
を
得
ま
し
た
。

当
面
の
目
標
と
し
て
、
２
人
に
１
人
は
条
例
を
理

解
し
て
い
る
と
い
っ
た
水
準
ま
で
認
知
度
を
高
め
る

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
エ
シ
カ

ル
消
費
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
と
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

先進・ユニーク条例


